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●
新
本
庁
舎
の
住
所
は

　
「
豊
科
６
０
０
０
番
地
」に

　

臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
一
つ
目
の
「
土
地
の
取
得
」
に
つ

い
て
は
、
豊
科
近
代
美
術
館
西
側
に
隣

接
す
る
土
地
と
、
防
災
広
場
用
地
と
し

て
整
備
す
る
旧
豊
科
プ
ー
ル
の
土
地
、

合
わ
せ
て
約
１
万
4
千
平
方
㍍
を
4
億

５
９
０
０
万
円
で
購
入
し
ま
す
。

　

二
つ
目
の
「
安
曇
野
市
役
所
の
位
置

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
は
、
議
決
要
件
で
あ
る

出
席
議
員
の
3
分
の
2
以
上
（
19
人
）

を
上
回
る
21
人
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例
改
正
は
、
土
地
が
確
保

で
き
る
こ
と
に
よ
り
新
本
庁
舎
開
庁
ま

で
の
手
続
き
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

市
役
所
の
位
置
を
「
安
曇
野
市
豊
科
６

０
０
０
番
地
」に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
住
所
の
使
用
は
新
本
庁
舎
開

庁
後
か
ら
に
な
り
ま
す
。

●
基
本
設
計
最
優
秀
技
術

　

提
案
書
の
概
要

　

今
回
行
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
コ
ン

ペ
は
、設
計
会
社
を
決
定
す
る
た
め
に
、

設
計
者
の
創
造
性
、
技
術
力
を
審
査
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
提
案
書
の
と

お
り
に
新
本
庁
舎
が
設
計
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
市
議
会
の
ご
意
見
な
ど
を
お
聞

き
し
な
が
ら
基
本
設
計
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

6
月
30
日
に
行
っ
た
最
終
選
考
で

は
、
各
設
計
企
業
体
へ
次
の
項
目
に
つ

い
て
技
術
提
案
を
求
め
ま
し
た
。

【
課
題
1
】
四
季
を
通
じ
安
曇
野
の
景

観
に
ふ
さ
わ
し
く
、
近
隣
諸
施
設
へ

の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
庁
舎

【
課
題
2
】
こ
れ
か
ら
の
庁
舎
の
未
来

像
の
提
案
と
、
す
べ
て
の
市
民
に
利

便
性
が
良
く
、
人
に
や
さ
し
く
、
市

民
を
守
る
庁
舎

【
課
題
3
】
予
定
建
設
費
を
考
慮
し
た

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

（
用
語
①
）
の
低
減

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
最
優
秀
提

案
書
で
は
、
敷
地
中
央
部
に
既
存
の
豊

科
近
代
美
術
館
駐
車
場
と
あ
わ
せ
て
広

が
り
の
あ
る
駐
車
ゾ
ー
ン
を
設
置
。
豊

科
近
代
美
術
館
や
豊
科
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
き
ぼ
う
」
の
利
用
者
と
来
庁
者

の
双
方
が
駐
車
場
を
共
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
時
に
は
、
そ
の
広
い
空

間
を
活
用
で
き
ま
す
。（
3
ペ
ー
ジ
・

イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
庁
舎
が
西
側
に
寄
り

ま
す
が
、
4
分
の
１
円
の
形
に
し
て
北

側
隣
地
へ
の
日
影
規
制
を
ク
リ
ア
す
る

と
と
も
に
、
圧
迫
感
を
軽
減
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ピ
ロ
テ
ィ
と
い
う
地
下
階

に
免
震
装
置
を
設
置
し
、
こ
の
階
に
駐

車
場
（
１
４
３
台
）
を
設
置
す
る
提
案

は
、
他
の
設
計
企
業
体
に
な
い
独
創
的

な
も
の
で
し
た
。

　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
低
減
に
つ

い
て
は
、
柱
頭
免
震
方
式
（
用
語
②
）

な
ど
に
よ
る
工
事
費
の
軽
減
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
、
自
然
通
風
、

自
然
換
気
の
エ
コ
ボ
イ
ド
（
用
語
③
）

を
設
置
す
る
な
ど
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
軽
減
す
る
提
案
で
す
。
ま
た
、
3

月
11
日
の
大
震
災
を
踏
ま
え
、「
庁
舎

は
単
に
事
務
所
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

が
気
軽
に
寄
れ
る
親
和
性
の
あ
る
施
設

に
す
る
こ
と
が
、
表
に
出
な
い
防
災
機

能
に
な
る
」
と
い
う
提
案
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
採
用
さ
れ
た
提
案
書
は
、

庁
舎
建
設
推
進
課
窓
口
と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
基
本
設

計
を
平
成
24
年
１
月
ま
で
に
作
成
し
ま

す
。
そ
の
後
、
詳
細
設
計
と
な
る
実
施

設
計
を
行
い
、
来
年
度
後
半
に
工
事
発

注
し
、
平
成
27
年
度
の
早
い
時
期
で
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。
基
本
設
計
作
成

に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程
に
つ
い

て
は
広
報
あ
づ
み
の
で
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
市
役
所
本
庁
舎
内
庁

舎
建
設
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
（
71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

◎
建
設
に
向
け
て
大
き
く
前
進

新
本
庁
舎
の
位
置
が
決
定

市
は
７
月
25
日
の
臨
時
議
会
へ
、
新
本
庁
舎
建
設
に
か
か
わ
る
２
議
案
を
提
出
し
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
先
の
基
本
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
コ
ン
ペ
に
よ
り
採
用
し
た
技
術
提
案
書
の
内
容

と
あ
わ
せ
、
建
設
ま
で
の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新本庁舎鳥
ちょうかん

瞰イメージ（採用提案書より）

■巻頭 新本庁舎建設に向けて

●
平
成
27
年
度
早
期
の

　

完
成
を
目
指
し
ま
す

豊科近代美術館西側に隣接する点線で囲んだ部分が、新本庁舎建設にあたり整備を行っていく範囲です。

【用 語】
①ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）

企画・設計から、しゅん工・運用を経て解体処分す
るまでを生涯としてその期間に必要とされる費用。
生涯費用

②柱頭免震方式
免震装置を地下空間の柱の上部に設置することで、
地下空間の活用ができる免震方式

③エコボイド
建物の１階から上の階に筒状の空間を設け、空気の
流れを作り、自然換気や天井から採光を行い、光熱
水費を減らす仕組み

◎基本設計業務委託業者選考の経過
　実施設計の元となる基本設計を委託する企業の選考に当たって
はプロポーザル・コンペ方式を採用し、選考過程のプレゼンテー
ションから、ヒアリング、審査まで市としては初めて全面公開で
行いました。
　選考は、有識者８人からなる市新本庁舎建設基本設計者審査委
員会（委員長・古谷誠章早稲田大学教授）が行いました。５月 24
日の第一次審査を通過した代表企業応募者・市内企業応募者から
なる５つの設計共同企業体（ＪＶ）が、６月 30 日に事前に出さ
れた３つの課題（２ページ参照）について、プレゼンテーション
とヒアリングを実施。審査の結果、「内藤（東京）・小川原・尾日
向（市内）設計共同企業体」を最優秀に決定しました。審査の様
子は広報あづみの７月号（７月 20 号）に掲載しています。

技術提案書で示された新本庁舎配置イメージ図



市政トピックス

設
開
に
所
支
合
総
各
を
室
長
市
動
移
■■

会
員
委
価
評
部
外
価
評
政
行

 

出
提
を
書
告
報
果
結
価
評

 

認
確
を
援
支
互
相
の
時
害
災

り
く
づ
人
で
育
食
■

 

催
開
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
育
食

　

は
で
市

2

市
動
移
「
る
な
と
目
回

が
長
市
は
み
組
り

5

所
支
合
総
の
つ

る
め
深
を
話
対
の
と
ま
さ
皆
の
民
市

7

日
１
月

14

20

堀
に
日

8

は
に
月

9

設
開
で
科
明
に
日

25

設
開
で
高
穂
に
日

　

6

の
組

や
題
課
の
自
独
域
地
の
そ
が
ん
さ
皆

　

武
る
あ
で
市
都
好
友
の
市
野
曇
安

10

村
町
市

町
市
流
交
市
野
蔵
武
「
る
す
入
加
が

第
の
」
会
議
協
村

21

サ
（
会
議
協
回

7
月
6

・
日

7

　

ら
か
村
町
市
る
す
係
関
は
日
の
こ

ど
な
長
議
や
長
首

34

け
届
を
資
物
援
救
も
ら
か
市
で
災
震

　

20

施
実
に
年

処
対
災
震
隊
面
方
北
東
隊
衛
自
た
し

く
の
ち
み
（
練
訓

A
LERT

2008

）大
が
験
経
た
し
加
参
に
共
と
民
市
に

」
る
あ
で
め
努
の
ち
た
私
る
す
対
に

　

サ
（
会
議
協
た
れ
わ
行
き
続
き
引

ろ
ち
も
は
援
支
接
直
の
へ
村
町
市
流

野
曇
安
「
る
す
と
子
骨
を
事
う
行
を

田
平
た
し
を
談
懇

米

）
科
豊
（ん
さ
子

し
ま
き
で
が
話
で
気
囲
雰
な
か
や
ご

だ
た
い
て
せ
さ
用
活
て
し
と
料
材
討

　

会
員
委
価
評
部
外
価
評
政
行
市

（
又
坂
常
人

は
）
長
員
委

7
月
14

を
書
告
報
果
結
価
評
部
外
の
度
年
本

す
断
判
ら
か
点
視
の
者
三
第
か
当
妥

10

つ
に
業
事

　

つ
に
業
事
助
補
の
へ
置
設
槽
留
貯
水

ど
な
」
は
で
要
必
が
証
検
再
の
業
事

　

　H
aGuK

uM
u

づ
人
）
む
く
ぐ
は
（7月

16

会
議
会
進
推
育
食
市
た
し
題
と
」
防

部
学
医
学
大
州
信
実
郷
本
る
あ
で
長

る
す
動
活
で

3

る
よ
に
表
代
の
体
団

の
科
究
研
学
科

呉
泰
雄

よ
に
授
教
准

演
講
調
基
た
し
題
と
」
事
食
と
養
栄

約
ど

40

い
つ
に
育
食
の
野
曇
安
が
人

工
の
め
た
る
取
を
養
栄
く
よ
ス
ン
ラ

な
法
方
の
給
補
分
水
や
点
意
注
の
へ

検
か
た
れ
さ
か
生
に
う
よ
の
ど
後
の

す
に
確
明
を
準
基
と
法
方
定
選
の
業

容
内
の
書
告
報
果
結
価
評
部
外
※

面談者と意見を交わす宮澤市長（7/1 豊科総合支所）研修会は、多くの市職員も傍聴した。

村上副市長へ報告書を渡す又坂委員長

呉准教授による基調講演
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至 光橋
至 

田
沢
橋

豊科 I.C長野自動車道

安曇野赤十字病院

県立こども病院

廃止路線

南豊科駅

豊科駅

市役
所本
庁舎国道

147
号

安曇野赤十字病院

至 

ア
ル
プ
ス
大
橋

県道豊科インター堀金線

県道豊科大天井岳線

都市計画道路3・6・10号　南栗ノ木町線

都市計画道路3・6・9号　栗ノ木町線
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市政トピックス

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
の
5
カ
年
を
期
間
と
し
て
策

定
し
た
地
域
福
祉
計
画
の
推
進
と
点

検
、
ま
た
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
を
期
間
と
し
た
第
2
期
地

域
福
祉
計
画
の
策
定
に
参
加
い
た
だ

く
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
は
下
記
の
要
領
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

地
域
福
祉
と
は
？

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

も
、自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
や
、
悩
み
や
不
安
を
多
く

抱
え
る
人
が
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ

の
よ
う
な
人
々
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
福
祉
施
策
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
す
べ
て
の
地
域
住
民
、
一

人
ひ
と
り
の
複
雑
で
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
必
ず
し
も
十
分
応
え
き
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
し
た
状
況

に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
方

策
の
一
つ
が
、
地
域
住
民
同
士
の
支

え
合
い
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
地
域
福
祉
と
は
、
す

べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地

域
の
中
で
、
同
じ
社
会
の
一
員
と
し

て
認
め
合
い
、
そ
の
人
ら
し
く
、
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
個

人
・
家
庭
、
地
域
・
団
体
、
行
政
が
、

協
働
し
て
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を

暮
ら
し
や
す
く
す
る
取
り
組
み
を
進

め
、「
共
に
生
き
、
支
え
合
う
社
会
」

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

地
域
福
祉
計
画
と
は
？

　

地
域
に
住
む
誰
も
が
安
心
し
て
、

そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

日
常
生
活
の
様
々
な
課
題
解
決
の
た

め
に
、
個
人
・
家
庭
、
地
域
・
団
体
・

民
間
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
年
齢
、性
別
、

障
害
の
有
無
な
ど
の
枠
を
越
え
て
、

総
合
的
な
視
点
で
、
計
画
を
立
て
て

い
く
の
が
地
域
福
祉
計
画
で
す
。
地

域
福
祉
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
生
活

上
の
様
々
な
課
題
に
注
目
し
て
作
成

す
る
、
地
域
福
祉
推
進
の
骨
太
の
柱

と
な
る
計
画
で
す
。
市
で
は
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る

地
域
福
祉
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
こ
の
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
推
進
・
策
定
委
員
会

公
募
委
員
の
募
集

●
募
集
人
数　

3
人

●
任
期　

平
成
25
年
3
月
末

●
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
の
人
で
、
平
日
の
昼
間
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を

除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
議
会

議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ

び
地
方
公
務
員
③
市
の
附
属
機
関

等
の
公
募
に
よ
る
委
員　

●
報
酬　

別
に
定
め
る
額

●
募
集
期
限　

9
月
7
日（
水
）ま
で

●
応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉

課
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

小
論
文
を
添
え
て
、
持
参
・
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
の
テ
ー
マ　

８
０
０
字
程

度
で
「
安
曇
野
市
の
地
域
福
祉
実

現
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
」
に
つ

い
て
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

①
申
込
書
お
よ
び
小

論
文
に
よ
る
書
類
選
考
②
選
考
を

校
正
か
つ
公
平
に
行
う
た
め
、
選

考
委
員
会
を
設
け
ま
す
。
③
結
果

は
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
9
月
20

日
（
火
）
ま
で
に
理
由
を
付
し
て

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１　

穂
高

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課

shakaifukushi@city.azumino.nagano.jp

地
域
福
祉
計
画
推
進
・
策
定
委
員
会
と
は
？

　

現
在
策
定
済
み
の
地
域
福
祉
計
画

の
推
進
や
課
題
、
第
2
期
地
域
福
祉

計
画
の
全
体
案
な
ど
を
協
議
す
る
委

員
会
で
す
。
有
識
者
、
福
祉
関
係
団

体
、
公
募
委
員
で
組
織
さ
れ
ま
す
。

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
（
81･

０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）

　

豊
科
都
市
計
画
道
路
変
更
素
案

に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
聞
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
変
更
路
線
の
名
称　

豊
科
都
市
計

画 

都
市
計
画
道
路
▽
「
3
・
6
・

9
号
栗
ノ
木
町
線
」
▽
「
3
・

6
・
10
号
南
栗
ノ
木
町
線
」

●
開
催
日
時　

9
月
30
日（
金
）午
後

１
時
30
分
～
（
公
述
人
が
な
い
場

合
は
公
聴
会
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
都
市
計
画

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
会
場　

豊
科
総
合
支
所
第
2
会
議
室

●
閲
覧
期
間　

8
月
30
日（
火
）～
9

月
26
日（
月
）（
土
日
、
祝
日
を
除

く
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

●
閲
覧
場
所　

豊
科
総
合
支
所
内
都

市
計
画
課

●
公
述
条
件　

地
域
内
の
市
民
そ
の
他

利
害
関
係
を
有
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

●
公
述
の
申
出
期
間
、
提
出
場
所　

8
月
30
日（
火
）～
9
月
20
日（
火
）

閲
覧
場
所
と
同
じ

●
公
述
の
申
し
込
み　

公
述
の
申
し

込
み
は
、
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け

の
公
述
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
9
月

20
日
（
火
）
の
必
着
と
し
ま
す
。

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

　
（
72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

【
告
示
】

　

豊
科
都
市
計
画
道
路 

中
央
通
線

の
廃
止
に
伴
い
、
次
の
通
り
都
市
計

画
道
路
の
変
更
を
6
月
23
日
に
告
示

し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
豊

科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課
に
あ
る

決
定
図
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
廃
止
路
線
の
名
称　

豊
科
都
市
計
画 

都
市
計
画
道
路

▽
「
3
・
4
・
4
号
中
学
通
線
」

▽
「
3
・
6
・
6
号
八
坂
通
線
」

●
変
更
路
線
の
名
称

豊
科
都
市
計
画 

都
市
計
画
道
路

▽
「
3
・
4
・
8
号
神
明
通
線
」

▽
「
3
・
6
・
7
号
呉
羽
通
線
」

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
地
域
福
祉
計
画
」の
推
進
と
点
検
、

「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
」の
策
定
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
公
聴
会　

都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
つ
い
て

地域福祉のイメージ
縦割りの制度を超えた連携=地域福祉
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　恒例の夏祭りが各地域で開催。7月 30 日、第 32 回
あづみ野祭りは、豊科駅前通りと国道 147 号で開催さ
れ 48 連 3,400 人が参加。各連は思い思いの衣装や山車
に工夫を凝らしながら安曇野囃子踊りを踊りました。
第 26 回ふるさと夏祭りは、8月 6 日、三郷文化公園を
会場に行われ、さまざまなイベントや打ち上げ花火が
行われました。
　また、第 28 回信州安曇野わさび祭りが 8月 6 日・7
日の両日、穂高駅前通りと穂高神社で開催され、6日
の納涼祭には 31 連 2,100 人が参加。7日の YOSAKOI
安曇野では過去最多となる 44 チーム 1,500 人が参加し
各チームがそれぞれの演舞を披露しあいました。
　なお、あづみ野祭りとYOSAKOI 安曇野の審査結果
は下記の通りです。
【あづみ野祭り】
踊りの部 最優秀賞：青龍（一般）、熊倉（地区公民館）
山車の部 あづみ野祭り大賞：㈱アズミ村田製作所
（このほか 29 団体 12 人が各賞受賞）
【YOSAKOI 安曇野】
YOSAKOI安曇野賞：信州大学YOSAKOI祭りサークル「和っしょい」
わさび祭り賞：無限翔風
（このほか８団体が各賞受賞）

　日本とドイツのスポーツ少年団、未来の指導者
の育成を目指す日本体育協会の交流事業で、ド
イツへ派遣される市内在住の2人が、出発前の
あいさつに7月12日、宮澤市長を訪問しました。
派遣されるのは、安曇野ジュニアバレーボールクラ
ブに所属し、スポーツ少年団シニアリーダーの資
格を持つ遠藤聖羽さん、田中里沙さん（ともに堀
金烏川、大町北高 2 年）で、約 3 週間ドイツ南
部に滞在します。現地では、ホームステイしながら
現地スポーツ少年団との交流や文化交流などを行
い、指導者としてさらなる向上を目指します。2人
は「今回の経験を生かして、将来、後輩の指導
をしたいです」と抱負を語りました。

　教育委員会主催による「あづみの新進音楽
家演奏会 2011」が、7月24日、穂高交流学習セ
ンター「みらい」で行われました。これは安
曇野で活動を希望する才能ある若手音楽家の
育成と市民の皆さんに気軽に音楽に親しんで
もらうことを目的にしています。また、12月に開
催するコンサートでの出演者選考を兼ねてい
て、選考には当日の観客 160 人のアンケート
評価も参考になります。この日は公募により
選ばれた 8組が出演。出演者のひとり、マリ
ンバ奏者の西澤昂佑さん（東京都在住、豊科
出身）は、「暖かい雰囲気の中で気持ちよく
演奏できました。マリンバの魅力を伝えたい
です」と演奏を終えての感想を話しました。

7/30・8/6　あづみ野祭りほか夏祭り各地で開催

7/12　スポーツ少年団日独交流派遣団員訪問

7/24　あづみの新進音楽家演奏会 2011

安曇野の夏 真っ盛り

未来の指導者 ドイツで学ぶ

次世代を担う音楽家が集う

　松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏大
会が 7月 17 日、松本市公設卸売市場などを
会場に行われました。この日市消防団から
は、ポンプ車操法と小型ポンプ操法に各 2
チームと音楽喇叭隊が出場、仕事の傍ら練
習に励んできた選手の皆さんが、機械操作
や吹奏の正確さなどを競い合いました。
　市消防団各出場チームは、惜しくも優勝
は逃しましたが、すべての部門で入賞し、
次のチームが準優勝を果たしました。
ポンプ車操法：第 7分団（明科）小型ポン
プ操法：第 13 分団第 3 部（堀金）、ラッパ
吹奏：音楽喇叭隊

　安曇野市豊科郷土博物館の昔の暮らし体
験講座が 7月 30 日、国重要文化財曽根原家
住宅（穂高有明）で行われました。この講
座は、同館夏季特別展「安曇野の昭和の子
ども～学ぶ・遊ぶ・暮らす～」にあわせて
行われたものです。参加した12 人は、囲炉裏
を囲みながら、太平洋戦争期の子どもの様
子や、麦わらの虫かご作りを学び、昭和の
子どもの暮らしを体験しました。夏季特別
展は 8月 28 日まで開催されます。

　明科総合支所職員駐車場の排水溝設置工事中に 10
世紀後半（平安時代中期）の墓とみられる遺構が確認
され、市教育委員会は 7月 11 日、報道機関へ公開し
ました。遺構は、木棺墓（長さ 2.6㍍、幅 1.5㍍）で、
土器、陶器類のほか青銅製の鏡「瑞花双鳥文八稜鏡」（直
径約 11.5㌢メートル）が出土しました。八稜鏡の出土
は、市では 2例目で完全な形での出土は初めてです。
当時、鏡は高級品でこの地に有力者がいたと推測され
ます。これまで明科地域では、飛鳥時代の明科廃寺や、
中世の塔原城などの遺跡は確認されていますが、平安
時代の様子は、よく分かっていませんでした。今回の

分かるものと期待されます。出土した遺物については
保存処理を施し、速報展示などの形で公開する予定で
す。

7/17　松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

7/30　重文曽根原家で昔のくらし体験

7/11　明科遺跡群古殿屋敷で発掘調査

３部門 すべてで準優勝

昭和の時代へタイムスリップ

歴史の空白に「八稜鏡」の光輝く

8/7 YOSAKOI 安曇野（写真上）　7/30 あづみ野祭り（写真左下）
8/6 ふるさと夏祭り（写真右下）
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中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801
三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

図書館映画上映会（入場無料） 
「私の頭の中の消しゴム」2004 年 韓国 字幕あり
●日時　9日（金）
　　　　開場　18：30　上映　19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　21日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや
堀金図書館　●日時　28日（水）16：15～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　7・14・21日（各水曜日）
 10：30～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　17日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　16日（金） 11：00～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　16日（金） 10：30～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷図書館児童室
　　10日（土） 10：30～（幼児以上対象）　 
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　13日（火） 10：30～（乳幼児対象）
　　27日（火） 16：15～（幼児以上対象）

9 月のイベント
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穂高交流学習センターみらい 臼井吉見文学館

貞享義民記念館

碌山公園研成ホール

安曇野髙橋節郎記念美術館

jaja ジャズライブ in みらい
　これまで要望の多かったジャズライ
ブを開催します。国内外の音楽イベン
トへの参加やラジオ・テレビ出演、Ｃ
Ｍ音楽を手がけるなど、世界で幅広く
活躍するインストゥルメンタル・バン
ド「jaja（ジャジャ）」による爽やか
な音色をお楽しみいただけます。
　初めてジャズを聴く人にも、親しみ
やすい“スムーズ・ジャズ”を得意と
する「jaja」は、サクソホン（秋山幸
男）、ベース（市村浩）、ギター（西沢
譲）、ドラム（高島基博）の 4 人組。
　今回は、ピアノ（佐藤拓馬）が加わり、
奥行きのある編成のジャズライブにな
ります。歌うように表現豊かなサクソ
ホンの旋律をどうぞご堪能ください。
※インストゥルメンタル・バンド ･･･

楽器のみを演奏するバンド
●日　時　9 月 24（土）

開場 18：30
開演 19：00（約 2 時間）

●会　場　多目的交流ホール
●定　員　200 人
●チケット代

１枚　2,000 円（全席指定）
※未就学児の入場はご遠慮いただきま

す。
●チケット販売

8 月 26 日（金）9：00 から、みら
い受付カウンターにて取り扱いま
す。（電話予約も可能）

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

豊科郷土博物館

第 21 回　友の会水墨画展
　友の会水墨画部のみなさんの作品展
を開催します。
　水墨画は墨の濃淡だけで四季のうつ
ろいや心象風景、風物詩などを表現し
たもので、その画面からは描かれてい
るものだけでなく、深い精神世界をも
感じることができます。
　幽玄の世界の美を、この機会にぜひ
ご覧ください。
●会　期　８月 31 日（水）～９月

19 日（月）
●会　場　郷土博物館展示室
●開館時間
　9：00～17：00（入館は16：30まで）
●入館料　高校生以上 100（80）円
（　）内は 20 人以上の団体料金
小中学生以下無料

第 13 回　田舎のモーツァルト音楽祭
　前半は生徒の発表会です。後半はグランドトリオの皆さんをお迎えし、詩人
であり作詞家でもあった尾崎喜八氏にゆかりの、モーツァルトの曲を中心とし
た演奏をお聞きします。
　また今回は、地域の皆さんとともに「レクイエム」より「ラクリモーサ」を
全員で合唱します。みんなで練習して当日は大合唱をしませんか。皆さんお誘
いあってご参加ください。
●日　時　10 月 14 日（金）13：20 ～
●場　所　穂高東中学校 講堂
●招待演奏者　グランドトリオ（長

ちょうめいやすろう

明康郎、渡
わたなべきいち

部基一、田
たじりよういち

尻洋一）
●合唱の参加申し込み・お問い合わせ先　穂高東中学校

4672・5672

田淵行男記念館

穂高東中学校

　日本自然科学写真協会（SSP）会員
の多彩な分野の作品を展示します。科
学の眼で自然と向き合うことの楽しさ
と感動を伝える作品約 100 点をご覧
ください。県内では本展のみの開催で、
入場無料です。
●会　期

9 月 4 日（日）まで
●会　場

豊科交流学習センター「きぼう」
多目的ホール

●開館時間
9：00 ～ 17：00

●休館日　月曜日
●主　催　日本自然科学写真協会・

田淵行男記念館
●後　援　環境省

　田淵行男は、1945 年に安曇野への
疎開後、安曇野や北アルプスに生息す
る、蝶の生態観察中心の生活を送りま
した。同展では、田淵が「高山蝶全部
の棲

す み か

家をひと廻りできる」と語ってい
る常念岳一ノ沢登山口から常念乗越に
登り、蝶ヶ岳、大滝山と尾根を歩き、
徳沢へ下って上高地へ出る、高山蝶コ
ース（Alpine Butterfly Course A.B.C）
を『尾根路』（1958 年）と『高山蝶』

（1959 年）の所載作品でたどりなが
ら、田淵の高山蝶研究の成果を紹介し
ます。
●会　期

10 月 23 日（日）まで
●会　場　記念館展示室
●開館時間　9：00 ～ 17：00
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
●入館料　高校生以上 300 円
　　　　　小中学生以下無料

　佐々木崑は、ネイチャーフォトの草
分け的存在として、身近に見られる昆
虫や小動物などの誕生や羽化の瞬間を
撮り続けました。同展ではアサヒカメ
ラ誌に通算 23 年 256 回掲載したシ
リーズ「小さい生命」の中から、ドイ
ツ・ライカ社ギャラリーでの展覧会時
に作成されたオリジナルプリントを展
示します。
●会　期

9 月 11 日（日）まで
●会　場　記念館展示室
●開館時間　9：00 ～ 17：00
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
●入館料　高校生以上 300 円
　　　　　小中学生以下無料

友の会講演会・串田和美さん
　臼井吉見文学館は開館して 20 周年
となりました。友の会では秋の講演会
に、NHK 連続テレビ小説「おひさま」
に出演中の、俳優で演出家の串田和

かずよし

美
さんをお迎えします。串田さんの父親
である串田孫一（哲学者・詩人）は臼
井吉見と親交があり、その縁で実現し
ました。今話題のドラマのことを絡め
た旬のお話を聞く事ができると思いま
す。
　どなたでもご参加いただけますので
ご都合を付けてお出掛けください。
●日　時　9 月 11 日（日）

13：30 ～ 15：30
●場　所　堀金総合体育館サブアリーナ
●講　師　まつもと市民芸術館長兼芸

術監督　串田和美さん
●演　題　安曇野と「おひさま」の時

代に思うこと
●入場料　無料（事前申込不要）

「後期古文書歴史講座」参加者募集
　本年度後期講座の全 4 回を以下のよ
うに開講します。テーマは前期に引き
続き「一揆にみる百姓の力」です。古
文書の読み解きとともに、江戸時代の
社会や人々の考え方を学びます。
●日　時　① 9 月 14 日（水）② 9 月

28 日（水）③ 10 月 12 日（水）④
10 月 26 日（水）
いずれも 13：30 ～ 15：30

●会　場　記念館研修室
●講　師　中川 治雄さん（歴史研究家）
●受講料　無料
　　　　　（資料は館で用意します）
●持ち物　筆記用具
●申し込み他　事前申込不要。開講時

刻前にご来館ください。2 回目以降
からの参加もできます。

企画展
いきいきランド三郷「ちぎり絵展」
　安曇野市社協デイサービスセンター
三郷をご利用の皆さんが制作し、福祉
カレンダーに使われる「ちぎり絵」な
どを展示します。
●期　日　9 月 1 日（木）～ 30 日（金）
●時　間　9：00 ～ 17：00
※最終日は 15：00 まで
●会　場　1 Ｆ企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場

合は翌日）

満天星花
手仕事屋きち兵衛コンサート

　美術館友の会では、髙橋節郎先生の
誕生日を記念し、手仕事屋きち兵衛さんを
お招きして、コンサートを開催します。
　開演前に抹茶のおもてなしなども行
います。初秋の一夜を美術館でお楽し
みください。

〈手仕事屋きち兵衛〉松本市生まれ。
木彫家・シンガーソングライター・エ
ッセイスト。1986 年、NHK 新ラジ
オ歌謡に「ねがい星」「雨」などが採
用され、作曲家としてデビュー。「わ
すれ雪」でシンガーソングライターと
してデビュー。日本各地やアメリカ、
ベトナム、スペインなどでコンサート
や講演を行っている。
●日　時　9 月 11 日（日）
　開場 17：30
　開演 18：30（約 1 時間半）
●場　所　美術館主屋
●入場料　無料（事前申込不要）

あづみ野スケッチくらぶ
《第 11 回》 油絵作品展

　毎年恒例の作品展です。あづみ野の
風景を中心に、静物画や外国風景など
色とりどりの作品展です。
●日　時　9 月 2 日（金）～ 9 月 4 日
（日）10：00 ～ 17：00（最終日は
16：00 まで）

●入場料　無料
問相島さん　40261-62-9019

穂高美術協会展
　穂高地区在住の中信美術会会員 36
人の有志による、絵画作品（油彩、水
彩、版画）の展示です。
●日　時　9 月 8 日（木）～ 9 月 13 日
（火）10：00 ～ 17：00（最終日は
16：00 まで）

●入場料　無料
問征矢野さん　483-2754

472・9964 688・2010

482・2230 682・7418

481・3111 682・0966 4672・6743

477・7550 677・7551

4682・0769

481・3030 682・0551
第 32 回 SSP 展

自然を楽しむ科学の眼
2011-2012

田淵行男写真展
～シリーズ「尾根路」と
「高山蝶」を中心に～

佐々木崑
こん

回顧展
「小さい生命」

山形 豪撮影　エサを探すケープギツネ

森本一宏撮影　ピグミーシーホース ミヤマキンバイ 穂高にて

佐々木 崑撮影　カキの種
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

市
役
所

本
庁
舎
内
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
内
地
域
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場

合
は
１
４
０
切
手
を
同
封
の
う
え
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
に
よ
る
方
法　

市
役
所
本
庁
舎

人
事
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
に
よ
る
方
法　

特
定
記
録
郵
便

な
ど
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
9

月
20
日
必
着
）

※
詳
細
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
受
付
期
間　

9
月
5
日
（
月
）
～
20

日
（
火
）（
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
ま
で
）

●
送
付
・
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

安
曇
野
市
役
所
人
事
課

　

平
成
24
年
4
月
採
用
の
市
職
員
の
採

用
試
験
（
初
級
）
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
程　

１
次
試
験　

10
月
16
日（
日
）

市
役
所
職
員
の
募
集

問
本
人
事
課
職
員
担
当

（
71
・
２
０
０
０ 

71
・５
１
５
５
）

大
腸
検
診
の
追
加
実
施

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（
81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

市
議
会
９
月
定
例
会
会
期
日
程

問
堀
議
会
事
務
局

（
71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

　

市
で
は
次
の
日
程
で
大
腸
検
診
の
追

加
実
施
を
行
い
ま
す
。
市
の
大
腸
検
診

を
申
し
込
ん
だ
人
で
、
検
診
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
は
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

35
歳
（
年
度
末
年
齢
）
以
上

の
市
民

●
検
査
内
容　

便
潜
血
反
応
検
査
（
2

日
法
）

●
検
診
料
金　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

受
診
券
・
検
診
票
・
採
便

し
た
検
査
容
器

●
そ
の
他　

検
診
日
に
本
人
が
来
ら
れ

な
い
場
合
は
、
家
族
な
ど
の
代
理
者

が
検
査
容
器
な
ど
を
会
場
に
持
参
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
を

し
て
い
な
い
人
で
検
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
族
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
い
う

病
気
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
、

適
切
に
対
応
を
す
る
こ
と
が
本
人
に
と

っ
て
、
回
復
へ
の
有
効
な
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
家
族
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
お
悩
み
の

人
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
内
松
本
保
健

福
祉
事
務
所
2
階
測
定
室

●
対
象
者　

パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
、

競
馬
な
ど
、
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問

題
に
お
悩
み
の
人
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問

題
を
抱
え
て
い
る
当
事
者
は
除
く
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

9
月
9
日
（
金
）
ま
で

に
、左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
２
６･

２
２
７･

１
８
１
０
）

（
０
２
６･

２
２
７･

１
１
７
０
）

ま
た
は

長
野
県
松
本
保
健
福
祉
事
務
所

（
40･

１
９
３
８ 

47･

９
２
９
３
）

市
議
会
9
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
会
期
（
予
定
）
8
月
31
日
（
水
）

～
9
月
27
日
（
火
）

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
3
階
）

康

健

会

議

●検査日程

●内容

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

集

募

員

職試験の
種類

試験
区分

採用予
定人員 受験資格

初級 土木 若干名

昭 和 61 年 4 月 2 日
から平成 6 年 4 月 1
日までに生まれた人
で、土木の専門課程
を卒業または平成 24
年 3 月までに卒業見
込みの人。ただし、
4 年生大学の卒業者
および卒業見込み者
は受験できません。

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
7
月
20
日
発
行
）127
号

●
10
ペ
ー
ジ　

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス　

友
好
都

市
江
戸
川
区
長
が
表
敬
訪
問

【
誤
】
江
戸
川
荘

【
正
】
江
戸
川
区
立
穂
高
荘

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●試験内容
日時 場所

９月 21 日（水） 受付時間
午前７時 30 分

～午後 9 時 30 分

豊科保健センター
472・9970 672・9044

22 日（木） 穂高保健センター
481・0711 681・0703

26 日（月） 三郷保健センター
477・9111 677・9113

27 日（火） 明科保健センター
481・2251 681・2943

28 日（水） 堀金保健センター
473・5770 673・5775

日程 テーマ 内容

9 月 28 日（水）
13：30 ～ 16：00

ギャンブル依存
症とは

病気としての理解
借金問題への対応

10 月 5 日（水）
13：30 ～ 16：00

巻き込まれない
家族の対応

本人の自覚を促す対応
家族自身の健康と生活

10 月 12 日（水）
13：30 ～ 16：00

ギャンブル依存
症からの回復

回復者（当事者）、家族の声
グループワーク
今後の方向性の確認

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
講
座

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（
81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

ギャンブル依存症と
は、ギャンブルにの
め り 込 む 事 に よ り、
生活や人間関係を崩
したり、借金を繰り
返えしたりするなど、
家族や周囲を巻き込
んでしまう病気です。
進行すると、多重債
務や犯罪、自殺など、
深刻な状態に至る危
険があります。
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本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

●

法
方
呈
贈

　

す
ら
暮
で
宅
在

88

の
歳

委
童
児
生
民
の
域
地
各
は
に
ま
さ
皆

る
い
て
れ
さ
所

88

０
０
１

9

　

る
せ
出
け
助
を
人
く
早
ち
い
ら
か
等
屋

組
災
防
主
自
て
え
備
に
害
災
大
は
で
域

取
の
て
げ
挙
会
社
域
地
う
い
と
」
る
守

消
の
り
寄
最
は
ど
な
法
方
や
方
て
立
の

　

行
で
程
日
の
次
を
練
訓
災
防
合
総
市

域
地
ら
が
な
り
図
を
携
連
の
と
体
団
域

や
揚
高
の
識
意
災
防
の
ま
さ
皆
の
民
住

主
を
と
こ
る
て
立
役
に
上
向
の
力
災
防●

時
日
催
開

　

9
月
4

）
日
（
日

前
午

9

11
時

●

所
場
催
開

　

的
目
多
園
公
化
文
郷
三

●

場
車
駐
・
制
規
通
交

　

化
文
は
日
当

　
●

者
象
対

　

9

24
年
3
月
31
日

に
間
の
で
ま

88

０
０
１

な
に
歳

女
男
の
齢
高

　

な
買
売
・
与
贈
・
続
相
の
物
建
や
地
土

な
成
作
の
類
書
出
提
の
へ
所
判
裁
た
ま●

時
日
　

9
月
14

前
午
）
水
（
日

9
時

　

4
時

●

所
場
　

館
民
公
科
豊

2

室
議
会
小
階

●

員
定
　

12

）
順
着
先
（
人

●

み
込
し
申

　

9
月
7

ら
か
）
水
（
日

　

機
防
消
や
体
治
自
り
よ
に
ど
な
化
悪
の

活
の
ど
な
援
救
・
火
消
る
よ
に
ど
な
関

想
予
も
と
こ
い
な
し
能
機
に
分
十
が
動

つ
に
ど
な
事
め
も
の
内
庭
家
ど
な
続
相

で
要
不
は
み
込
し
申
で
料
無
は
談
相●

時
日
　

9
月
5

前
午
）
月
（
日

10
時

3
時
30
分

）
で
ま

●

所
場
　

）
市
本
松
（階
７
店
貨
百
上
井

●

み
込
し
申

　

局
務
事
会
協
合
連
停
調
県
野
長
は
く

（
ん
さ
田
神

７
・
２
３
５
４
・
０
９
０

０
８
８

と
め
止
行
通
両
車
部
一
が
辺
周
園
公

用
利
ご
を
）
可
不
車
駐
時
天
雨
（
ド

　

れ
ら
け
受
見
く
多
が
送
搬
急
緊
る
よ
に

て
け
掛
心
を
ど
な
眠
睡
な
分
十
や
減
増

　

飲
制
強
（
法
方
る
せ
ま
飲
に
的
制
強
て

由
自
（
法
方
る
す
に
う
よ
る
き
で
が
と

う
い
と）
水
飲

2

を
方
両
の
法
方
の
こ
は
に
防
予
症
中
熱

寄附・寄贈のお礼【敬称略】　６／15～７／228月は「電気使用安全月間」　家庭でも電気の安全点検を！

業
事
給
支
品
祝
者
齢
高
市

す
ま
し
給
支
を
品
祝
て
し
祝
を
寿
長

係
祉
福
者
齢
高
課
護
介
者
齢
高

（

・

１
３
７
０

 

・

３
０
７
０

）

祉

福

談

相

災

防

▷社団法人日本禁煙友愛会穂高支部長　中村峯一　鉛筆 1,908 組　青少年育成教育の一環として穂高南・北・
西小学校へ　シャープペンシル 973 本　青少年育成教育の一環として穂高東・西中学校へ　ハンカチ 114 枚　
青少年育成教育の一環として穂高幼稚園へ　ハンカチ 740 枚　子どもたちの手拭きのため穂高・西穂高・有明
の森・有明あおぞら・北穂高各保育園へ　▷水谷冨保　初等科国語六（墨塗り教科書）１点　初等科国語八（墨
塗り教科書）１点　安曇野の太平洋戦争敗戦直後の教育を知るうえで貴重な資料となるため　▷社団法人長野
県サッカー協会　少年用サッカーゴール　一式　少年用サッカーゴールネット　２セット　青少年のサッカー
技術向上及び育成・普及のため　▷安曇野工業会会長　遠藤正壽　柿の木１本、花水木１本　公共施設の緑化
を推進するため　▷穂苅豊　書籍（著者：穂苅豊）「宇宙の謎　老いぼれ隠居の何も見えない天文学…夢」400
冊　教育振興の一環として

　高温多湿の夏場は 1年のうちで感電や電気事故の最も多い季節です。この
ため、経済産業省では 8月を「電気使用安全月間」として電気を安全に使用
するよう呼び掛けています。そこで、以下の点に注意して、ご家庭の安全点
検をお願いします。
▷傷んだ電線、コードを使っていませんか。
▷洗濯機、電子レンジにアースは取り付けていますか。
▷漏電遮断機は取り付けてありますか。
▷１つのコンセントからたくさんの電気を使っていませんか。
（財）中部電気保安協会大町事業所（40261･23･2012）

会
談
相
停
調
料
無

係
務
庶
課
務
総

（

・

０
０
０
２

 

・

５
５
１
５

）

練
訓
災
防
合
総
市
野
曇
安

当
担
災
防
防
消
室
理
管
機
危

（

・

９
６
７
６

 

・

９
３
７
６

）

認め合い
　支え合い
　　輝く安曇野
男女共同参画コミュニケーター
降旗幸子

人 権 コ ラ ム

「認め合い　支え合い　輝く安曇野」は安曇野
市男女共同参画計画のタイトルです。認め合い
＝支え合う、この当たり前のことで、すぐ出来
そうなことが、人権の問題で一番難しいことで
はないでしょうか。
　女のくせに、男のくせに、大人のくせに、子
どものくせに、金持ちのくせに、貧乏人のくせ
に、この言葉は相手を認めてはいても支え合う
言葉では無いような気がします。
　ＮＨＫ朝の番組「おひさま」を特別のことが
ない限り毎朝見ています。戦後、松本を中心に
生きた女性がどのように生活をしてきたのか、
男女共同参画がどのように展開されてきたかを
知るうえで大変興味があります。「男子厨房に
入らず」の時代もつい最近までありました。「戦
後強くなったのは、女と靴下だ」と言われた時
代もありました。戦後の男女共同参画がギクシ
ャクしながら進んできた歴史として、興味をこ
んなところに置いて、安曇野市を意識した「お
ひさま」をこれからも見続けるつもりです。
　少子高齢の時代の中で、男女がその力を最大
限に発揮出来る時代にすることが、男女共同参
画社会を構築しようとしている私たちの進む方
向だと考えます。それは人権問題を追いやって
しまっては成り立ちません。

律
法
・
記
登
る
よ
に
士
書
法
司

談
相
料
無

係
務
庶
課
務
総

（

・

０
０
０
２

 

・

５
５
１
５

）
練
訓
災
防
主
自
う
行
で
域
地

当
担
災
防
防
消
室
理
管
機
危

（

・

９
６
７
６

 

・

９
３
７
６

）

　

（署
防
消
科
豊

･

５
４
１
３

）

　

（署
防
消
高
穂

･

２
６
２
３

）

　

（署
防
消
川
梓

･

０
９
０
２

）

　

（署
防
消
科
明

･

２
９
９
２

）

て
し
を
給
補
分
水
に
め
ま
こ
は
日
い
暑

当
担
災
防
防
消
室
理
管
機
危

（

・

９
６
７
６

 

・

９
３
７
６

）

　

（署
防
消
科
豊

･

５
４
１
３

）

　

（署
防
消
高
穂

･

２
６
２
３

）

　

（署
防
消
川
梓

･

０
９
０
２

）

　

（署
防
消
科
明

･

２
９
９
２

）



2021 広報あづみの　2011.8.24 2011.8.24　広報あづみの

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

シニアワークプログラム
警備業務・救急法講習

55 歳以上の未就業の皆さま
が技能や知識を身に付け、雇
用や就業に繋げるのがシニア
ワークプログラム地域事業で
す。長年培った知識と経験を
生かして活躍してみませんか。

時：９月 1 日（木）
～ 15 日（木）の
９日間

場：（公社）安曇野
シルバー人材セ
ンター他 

定：若干名
料：無料
対象：55歳以上

の雇用・就業
希望者

申：問：（公社）安曇野シ
ルバー人材センター
田中さん

（472･5800 673･6484）

穂高東中学校生徒会
バザー

収益金は、文化祭をはじめと
する生徒会活動の資金およ
び震災復興の募金に寄付しま
す。商品提供は当日まで受け
付けています。当日アルミ缶の
回収も行います。

時：９月３日（土）
10：00～11：30

場：穂高東中学校
講堂

料：無料 問：穂高東中学校
（482・2230 682・7418）
※商品提供など不明な点は、

土 日 を 除 く 9：00 か ら
16：00 の間に穂高東中
学校に連絡してください。

第７回マタニティーの集い
in 安曇野

県助産師会安曇野支部では、
妊婦体験や育児体験、栄養
相談をはじめ、写真展やフラ
ダンスショ―などで楽しんで
いただける集いを開催します。
お子様連れでも体験、鑑賞し
ていただけます。

時：9 月 4 日（日）
13：00～15：15

場：体験：豊科保
健センター　フ
ラダンス：豊科
ふれあいホール

料：無料
対象：妊婦さん
とその家族。託
児はありません。

問：長野県助産師会安曇野
支部　内田さん

（4672・6679）

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
北部学校給食センター建設事業　外構その他工事 穂高 ㈱赤羽組 26,985,000 
明科総合支所北庁舎等解体工事 明科中川手 ㈲野口木材起業 10,111,500 
潮公衆便所新築工事 明科東川手 穂高観光㈱ 9,030,000 
中学校施設整備事業　豊科北中学校理科室改修工事 豊科北中学校 ㈲横川建設 7,770,000 
きめ細かな交付金事業（繰越）ビレッジ安曇野客室他空調設備入替工事 ビレッジ安曇野 ㈲赤羽電気商会 5,670,000 
きめ細かな臨時交付金事業（繰越）消防施設整備　防火水槽新設工事 熊倉公民館 ㈲ニッコウ 5,355,000 

（交付金・市単）特環公共下水道　小岩岳８工区管渠工事 穂高有明 横山建設㈱ 23,625,000 
市道新設改良事業　市道穂高 0001 号線　歩道設置工事 穂高有明 ㈱寿建設 20,265,000 
道路維持事業　市道穂高２級 17 号線ほか　下水道舗装本復旧工事 穂高有明 ㈱大丸組 17,220,000 
道路維持事業　市道穂高 2310 号線ほか　下水道舗装本復旧工事 穂高 ㈱関組 17,115,000 

中学校施設整備事業　穂高東・穂高西中学校空調設備工事 穂高東中学校
穂高西中学校 ㈱中部水工 15,015,000 

（交付金・市単）特環公共下水道古厩 25 工区管渠工事 穂高有明 ㈲丸正小林建設 11,655,000 

中学校施設整備事業　豊科北中・三郷中学校空調設備工事 豊科北中学校
三郷中学校 ㈲信州保温 11,865,000 

安曇野市三郷農林漁業体験実習館外壁等改修工事 ファインビュー室山 ㈱布山工務店 10,710,000 
市道新設改良事業　市道明科 1084 号線　道路改良工事 明科七貴 ㈲堀内組 10,080,000 
小学校施設整備事業　豊科北小学校複合防災盤改修工事 豊科北小学校 ㈱有賀電気工事 6,667,500 
道路維持事業　市道三郷 0792 号線ほか　現道舗装工事 三郷温 ㈱ＫＴＣ 3,412,500 
道路維持事業　市道三郷 0882 号線ほか　舗装修繕工事 三郷温 ㈱ＫＴＣ 2,992,500 
道路維持事業　市道堀金 1310 号線　現道舗装工事 堀金烏川 ㈲小倉建設 2,730,000 

（市単）三郷長幸園浄化槽補修工事 三郷小倉 ㈲木村設業 2,730,000 
潮沢路面舗装本復旧工事 明科東川手 ㈲竹内建設 2,415,000 
中学校施設整備事業　三郷中学校技術室床修繕工事 三郷中学校 富士開発㈱ 2,583,000 

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

自衛官候補生 男子 18 歳以上 27 歳未満 年間（９月８日まで） ９月18日・24日　10月１日・２日
女子 ８月１日～９月９日 ９月25日

一般曹候補生 男女 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月９日 １次　 9月17日　２次　10月 6日～13日
看護学生 男女 高卒（見込含）24 歳未満 ９月５日から９月 30 日 １次　10月22日　２次　11月19日・20日

航空学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ８月１日～９月９日 １次　 9月23日　２次　10月15日～20日
３次　11月12日～12月15日

防 衛 大 学 校
学生

推薦
男女 高卒（見込含）21 歳未満

９月５日から９月 8 日 ９月24日・25日

一般 ９月５日から９月 30 日 １次　11月５日・６日　
２次　12月13日～17日

防衛医科大学校学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ９月５日から９月 30 日 １次　10月29日・30日　２次　12月７日～９日

所　

三
郷
公
民
館
▽
持
ち
物　

エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

9
月
2
日
（
金
）
ま
で

に
、「
農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
づ

み
」塚
田
さ
ん（

72･

６
８
５
４
）

へ
電
話
に
て
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
付

時
間
は
午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で
）

　

豊
科
各
種
団
体
等
連
絡
協
議
会
で

は
、
自
分
で
作
っ
た
料
理
の
お
い
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
男
性
を
対
象

と
し
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
本

場
中
国
の
餃
子
と
ス
ー
プ
を
作
り
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
腕
に
自
信
の
あ
る
人
も

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
17
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●
講
師　

市
内
在
住　

張
明
亜
さ
ん

●
費
用　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手
ぬ
ぐ
い

●
申
し
込
み　

9
月
5
日
（
月
）
ま
で

に
事
務
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
平
日
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
）

　
「
農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
づ
み
」

で
は
、
野
沢
菜
な
ど
の
種
ま
き
か
ら
収

穫
、
漬
け
込
み
ま
で
体
験
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

●
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
自
分
で

作
っ
た
漬
物
が
持
ち
帰
れ
ま
す
）

●
日
程
（
全
3
回
）

①
大
根
・
野
沢
菜
な
ど
の
種
ま
き
体
験

▽
日
時　

9
月
10
日
（
土
）
午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分
▽
場
所　

三
郷

地
域
内
の
圃
場
▽
持
ち
物　

長
靴
、

手
袋
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど

②
大
根
・
野
沢
菜
な
ど
の
収
穫
お
よ
び

漬
け
込
み
体
験

▽
日
時　

11
月
23
日（
水
・
祝
日
）午
前

9
時
30
分
～
午
後
3
時
▽
場
所　

三

郷
改
善
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
温
支
所
隣
な

り
）▽
持
ち
物　

長
靴
、手
袋
、帽
子
、

タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、昼
食

③
漬
物
講
習
会
及
び
牛
乳
料
理
講
習
会

▽
日
時　

平
成
24
年
1
月
22
日（
日
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
１
時
▽
場

　

市
で
は
中
堅
所
得
者
向
け
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
内
容
を
お
確
か
め
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容　

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

3
戸【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】家
賃
5
万
円
か
ら

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

（
１
）
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

（
２
）
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

（
３
）
所
得
額
が
基
準
に
該
当
す
る
こ
と

（
４
）
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

●
申
し
込
み　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
住
宅
係
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
各
総
合
支
所

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

8月の納期
●市県民税	 （２期）
●国民健康保険税	 （２期）
●後期高齢者医療保険料	 （５期）
●介護保険料	 （８月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	（豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は8月31日（水）＝

穂高地域開発事業の承認
安曇野市の適正な土地利用に関する条例附則第 9 項の規定により、穂高町まちづくり条例の
手続きによる開発事業について、市長が承認した事業を公表します。

平成 23 年４月の開発審査分
（承認日　平成 23 年５月 16 日）
●穂高観光株式会社の開発事業
・場所　穂高有明 2105 番 44
・開発面積　701㎡
・目的　建売分譲２区画２戸
●株式会社イトウの開発事業
・場所　穂高 577 番４外３筆
・開発面積　955.70㎡
・目的　宅地分譲３区画
●タナカグループ株式会社の開発事業
・場所　穂高 5296 番１外５筆
・開発面積　1,620.51㎡
・目的　宅地分譲３区画

（承認日　平成 23 年５月 23 日）
●有明山神社の開発事業
・場所　穂高有明 7020 番１
・開発面積　1,539.21㎡
・目的　参拝者用駐車場の建設

（承認日　平成 23 年 6 月 29 日）
●矢﨑智昭の開発事業
・場所　穂高柏原 1138 番１外１筆
・開発面積　1,627.47㎡
・目的　長屋住宅２棟 16 戸の建設

問豊建築住宅課開発調整係
（472･3111 672･3569）

験

体

宅

住

食
と
農
の
セ
ミ
ナ
ー

野
沢
菜
な
ど
の
収
穫
・
漬
け
込
み
体
験

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

手
作
り
餃
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

問
豊
地
域
支
援
課
庶
務
係

（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）

場 定 料＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金後 な援 ど 時 申＝申し込み 問＝問い合わせ

平成 23 年度　自衛官等の募集
防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受け付けおよび試験を実施します。

入札・契約結果（平成 23 年 6 月～ 7 月）	 （単位：円）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター『信濃』（436・2787）

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健



治療中
50.8％

わが家の味レシピ⑤
「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり

材料（4人分）
米………………３カップ
豚ひき肉………… 200㌘
玉ねぎ大……… １/２個
にんじん…………1/2 本
しめじ…………… 100㌘
塩こしょう…………適量
ミニトマト……… 10個

水………………… 3カップ
トマトケチャップ … 大さじ3
ハヤシライスのルー …2かけ
枝豆………… 70～ 80粒
とろけるチーズ 150～200㌘
ピーマン …………… 1個

①：米を水洗いし、水気を切っておく。　
②：ホットプレートでひき肉を炒め、さらに玉ねぎとに
んじんのみじん切り、小房に分けたしめじを加え炒
め、塩こしょうする。

③：②に①を入れ、お米が透きとおるまで炒める。
④：③に湯むきしてざく切りにしたミニトマトを入れ、
水・トマトケチャップ・ハヤシライスのルーを入れ
沸騰させる。

⑤：④が沸騰したらフタをして 180℃くらいで 12 ～
13 分、さらに 100℃で５～６分蒸し焼きにする。

⑥：枝豆をゆで、豆を取り出し、⑤と良く混ぜ合わせる。
⑦：⑥にチーズを全体にかけ、輪切りにしたピーマンを
乗せてフタをして、240℃くらいで２～３分焼き、
チーズが溶けたら完成。

皆さんは、お家で家族と食べるお気
に入りの献立はありますか？市で
は、楽しく食卓を囲めるような

した。特別賞に選ばれた５作品の
レシピをシリーズでご紹介します。 作り方

健康推進課保健予防担当
　（481･0726 681･0703）

　

し
対
に
人
た
し
納
返
を
て
べ
す
の
証
許
免

主
自
証
許
免
転
運
る
す
付
交
を
券
数
回
車●

者
象
対

　

自
を
て
べ
す
の
証
許
免
転
運

民
市
た
し
納
返
主

●

容
内
援
支

　

回
車
乗
の
」
ん
み
づ
あ
「

券
数

援
支
（
付
交
を
分

）
り
限
回
１
で
み
の
人
本
は

●

法
方
続
手

　

本
会
議
協
祉
福
会
社
市

え
備
に
口
窓
課
援
支
域
地
内
所
支
合
総

は
法
方
用
利
の」
ん
み
づ
あ
「　

利
ご
を
」
ん
み
づ
あ
「
通
交
ド
ン
マ
デ

で
要
必
が
録
登
前
事
は
に
く
だ
た
い
用

る
れ
わ
使
に
外
以
的
目
の
こ
は
報
情
人
個

●

法
方
続
手

　

援
支
域
地
内
所
支
合
総
各

所
支
各
会
議
協
祉
福
会
社
市
は
た
ま
課

必
に
」
票
録
登
用
利
「
の
け
付
え
備
に

●

せ
わ
合
い
問
・
み
込
し
申

会
議
協
祉
福
会
社
市（

72･

１
７
８
１

 

72･

０
３
１
９

）

用
専
（

73･

４
１
１
１

 

71･

）
３
３
２
１

の
入
記
を
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昨年行われた市国保特定健康診査の
結果で、約 3 割の人が糖尿病予備群
であることが分かりました。糖尿病
の原因や検査方法などについて、全
11 回に渡りシリーズで説明します。

シリーズ ④

表とグラフで知る私たちの健康気付かない・気にならない　だからこわい糖尿病

家族でおいしいホットプレートドリア
所要時間 40分

23 広報あづみの　2011.8.24
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《以下のものは出せません》
●ポリバケツや洗面器、タッパーなどの商品そのもの
や、クリーニングの袋などの商品でないものの容器
や包装は、もえるごみで出してください。

●プラマークがあっても汚れている物は、もえるごみ
で出してください。

●汚れや混入物が確認できないので、レジ袋などで二
重袋にしないでください。

※正しい方法で出されていないものは黄色いシールが貼られ 回
収されません。出した人が持ち帰り分別し直してください。

食べ残しを減らそうキャンペーン！
　県では、生ごみの発生抑制を目的とした「食べ残し
を減らそう県民運動」の一環として、特に食べ残しが
多い『宴会での食事』について、食べ残しを出さない
ための呼びかけを行う『宴会たべきりキャンペーン』
を実施しています。幹事の皆さんは、宴会の開始時や
お開きの前に食べ切りを呼び掛けてください。出席さ
れる皆さんも食べ残しの削減にご協力をお願いしま
す。詳しくは県ホームページをご覧ください。
県庁廃棄物対策課（4026･235･7181）

ながのけん　リサイクルキャラクター　クルるん

　「家庭ごみ・資源物収集カレンダー」の黄色の日は「プ
ラスチック製容器包装」の収集日です。市内の各家庭
から出される「プラスチック製容器包装」は、数々の
中間処理を経て、倉庫で荷物を載せるために使用する
パレットなどに再生されています。しかし、異物が混
入していると再生には大きな労力が必要になります。
今一度「家庭ごみ・資源物出し方の手引き」を確認す
るなどして、正しい方法で出してください。
廃棄物対策課（482･3131 682･6622）

　または各総合支所内地域支援課生活環境係これまでに医師から「糖尿病」と
言われたことがある人の治療状況

平成 19年国民・栄養調査

好きな野菜や肉類・魚貝類と
ご飯を入れて炊けば
おいしく出来ます。

紹介者　大日向茉奈さん（豊南中１）とお母さんの美幸さん（豊科）

治療中
50.8％

治療中断
12.7％

未治療
36.5％

マークがあるか
確認してください。

プラスチック製容器包装
出し方の再確認を！
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9月の予定

	ママキッズビクス	 １日（木）	 10：15 ～ 11：00
	 ※講師：佐藤貴子先生・後藤正美先生　必要な人は、おんぶ紐持参

	 育児相談	 １日（木）	 11：00 ～ 12：00
		ぱくぱくらんど ～じゃがいもだんご～	 ６日（火）	 10：30 ～ 12：00

	 要予約 100円  ※ 24組

	おはなしムーン	 ７・14日（水）	 11：00 ～ 11：20	 （読み聞かせボランティア）	

		「お爺ちゃん・お婆ちゃんの顔クッキー作り」	 12日（月）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 150円  ※ 24組

		子育て勉強会 ～叱り方・ほめ方～	 22日（木）	 10：30 ～	 ※自由参加

	 2 歳未満対象	 15日（木）	 10：30 ～ 11：30
	 2 歳以上対象	 16日（金）	 10：30 ～ 11：30

８日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場三郷総合支所　第 3 会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･9 月 1 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

14日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の8:30～17:15 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日 　※ 19・23 日は除く

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

20日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※ 19・23 日は除く　
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

親の会	 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談 	 時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル	 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談 	 時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は 	 時 8:30 ～ 17:15

５日（月）・★ 26日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★ 27日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★ 28日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★ 29日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★ 30日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

２日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

毎週水曜日　※ 7・21 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問生活環境課消費生活係（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　※毎週火・木曜日の午前中、水曜日の午後は相談員が在駐
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

9 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	写真たて作り	 ７日（水）	 10：00 ～
	 ～おじいちゃん・おばあちゃんへプレゼント～ 要予約  予約申込9/3（土）まで　乳幼児親子20組

	 育児相談 	 ９日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 卓球の日	 10日（土）	 14：00 ～ 15：00
	 パソコンの日	 10・24日（土）	 10：00 ～ 12：00

	 楽器作り…2日（金）／人形劇…21日（水）／リズム遊び…30日（金）

	絵の具あそび	 ５日（月）	 10：30 ～ 11：30
	子育て講座	 ８日（木）	 10：30 ～

	 「トイレトレーニング」＆よもやま話

		ぱくぱくらんど ～かぼちゃのおせやき～	 ９日（金）	 10：30 ～
	 要予約 親子100円  

	ママキッズ・ビクス	 15日（木）	 10：15 ～ 11：00
	 	親子クッキング	 17日（土）	 10：00 ～
	 ～くずもち・うすやきの甘みそだれ～ 要予約 親子100円  小学生以上50円

	 育児相談	 20日（火）	 11：00 ～ 12：00
	リズムあそび	 29日（木）	 10：30 ～ 11：30
	絵本・紙芝居の読み聞かせ	 毎週火曜日	 10：30 ～ 11：00

	身体測定 	 ５日（月）	 10：00 ～ 12：00
	お月見会	 13日（火）	 10：15 ～ 11：15

	 要予約 100 円  ※親子 20組

	お萩作り	 22日（木）	 10：15 ～ 11：15
	 要予約 100 円  ※親子 20組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20 ～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	親子ビクス	 ２日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約  ※ 20組程度　講師：沖由美子先生

	わらべ唄・手遊び	 5・12日（月）	 11：10 ～ 11：30 	 ※内山房子先生　自由参加

	おはなしどりぃむ（読み聞かせ）	 ９日（金）	 11：20 ～
	お月見会 要予約 100円  ※ 20組	 14日（水）	 10：30 ～ 11：30
	出張児童館	 21日（水）	 10：30 ～ 11：30

	 要予約 100円  ※ 20組程度　場所：鐘の鳴る丘集会所　現地集合

	 育児相談 	 26日（月）	 10：00 ～ 12：00	 ※荒深たつこ先生　個別予約も可能	

10月からの「親子ふれあい広場（後期）」への登録を受け付けます。
受付時間：13日（火）・15日（木）の10：00～15：30

	 お話玉手箱…７日（水）／おはぎ作り…21日（水）

	 子育て講話 ※全年齢の登録児童保護者対象…22日（木）
	 2・3歳児…第1・2・4水曜日／1歳児…第1・2・3・5木曜日
	 0 歳児 …第1・2・3・5金曜日
	 ※内容：グループ活動・運動遊び・運動会・おはぎ作り

ひまわりの日（小学生対象）　時15：45～16：30

ひまわりっ子クラブ※登録児対象　時10：00～12：00

いっしょにあそぼう　時11：00～11：30

	えんそく ～豊科南部総合公園～	 15日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 100 円  ※乳幼児親子 20組

	子育て勉強会	 20日（火）	 10：00 ～ 12：00
	 ～児童館で聞く保育園のお話～ 要予約  ※乳幼児親子 20組

	身体測定日	 22日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 キッズリユース広場	 26日（月）	 10：30 ～ 11：15
	 ～お下がり会～　※出品者は10：30までに来館し、物品を並べてください。

	おはなしどりぃむ	 第1・2・3水曜日	 11：00 ～ 11：20	 （読み聞かせ）　※毎月実施

親子ふれあい広場 ※登録幼児対象　時10：00～11：30

	 わくわくデー（小学生対象）	 14日（水）	 15：45 ～ 16：15
みんなであそぼ！	 14日（水）	 10：00 ～ 11：00
	おはなしワクワク	 15日（木）	 10：00 ～ 10：30

	 1歳以上児…６日（火）・22日（木）／2歳半以上児…８・22日（木）
１日㈭･15日㈭ 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
６日㈫･20日㈫ 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈭･22日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
13日㈫･27日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
14日㈬･28日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

13日（火）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡・FAX73-1624）
中間教室ねむの木 親の会	 時 13:00 ～ 15:00

児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

３日（土）※子どものための相談・16日（金）場豊科公民館	

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

4日（日） 11日（日） 18日（日） 19日（月・祝） 23日（金・祝） 25日（日）
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
伊 藤 医 院

62-2051［明科］
追 分 ク リ ニ ッ ク

82-2129［穂高］
塔 の 原 内 川 医 院

81-2121［明科］
堀 内 医 院

82-3324［穂高］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
穂高ハートクリニック

50-6731［穂高］
中 田 医 院

82-2339［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
百 瀬 医 院

82-2205［穂高］
ふ じ も り 医 院

72-2011［豊科］
中 島 整 形 外 科

72-3543［豊科］
池 田 医 院

77-2055［三郷］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
山 田 医 院

72-3207［豊科］
白 木 医 院

77-2134［三郷］
和 田 医 院

72-2047［堀金］
石 田 歯 科 医 院

62-2688［明科］
山 本 歯 科 ク リ ニ ッ ク

84-0004［穂高］
中 島 歯 科 医 院

73-5701［豊科］
堀 金 歯 科 医 院

72-6975［堀金］
矢 島 歯 科 医 院

72-2163［豊科］
丸 山 歯 科 医 院

82-7505［穂高］

September

４日㈰場問堀金老人福祉センター	 （℡73-5288・FAX73-5775）
11日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」	（℡62-2429・FAX62-5025）
25日㈰場問市社会福祉協議会本所	（℡72-1871・FAX72-9130）

	ちびっこクッキング ～薄焼き作り～	１日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 材料費 100 円  ※ 20人　身支度用意

	 おひさま農園 ～カレー会他～ ※登録制	３日（土）	 9：30 ～ 12：00
	 育児相談 	 13日（火）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約（当日も可）    ※対象：乳幼児～ 18歳位　

	子育て広場 	 21日（水）	 10：00 ～ 12：00
	おはなしいっぱい ～あづみのあのねの会～	 12日（月）	 11：00 ～ 11：30

	 ※このほか「ころぽっくる」1回開催（詳細は館内お知らせを参照）

	 0～3歳合同 うんどうかい	 29日（木）	 10：30 ～ 11：30
	 ※以下、22日（木）はおやこ体操、その他は運動・触れ合いあそび
	 0歳児（さくらんぼくらぶ）	 6・20日（火）	 10：30 ～ 11：00
	 1 歳児（いちごくらぶ）	 7日（水）・22日（木）	 10：30 ～ 11：00
	 2・3 歳児（りんごくらぶ）	 8・22日（木）	 10：30 ～ 11：00

みんななかよし　要予約  ※おやこ体操のみ自由参加

運動会　 要予約 50円程度  ※雨天決行

広報あづみの　2011.8.24
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※関連記事が 28 ページ（裏表紙）に掲載されています。
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○平和のつどい
○中学生徒の作文紹介
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●巡回期間　

坂東眞理子さん
プロフィル
男女共同参画からはじま
る地域づくりなどに精力
的に取り組む。東京大
学卒業後、総理府に入
府。その後、埼玉県副
知事・ブリスベン総領
事・初代内閣府男女共
同参画局長などを歴任。
現在は昭和女子大学学
長。2006 年発刊の『女
性の品格』は 300万部
を超えるベストセラー。

期日 場所

８月30日（火）～９月４日（日） 三郷公民館

９月 5日（月）～ 9日（金） 市役所堀金総合支所

９月10日（土）～15日（木） 豊科交流学習センター ｢きぼう｣

９月16日（金）～21日（水） 明科大人と子どもの交流学習施設「ひまわり」

９月22日（木）～25日（日） 国営アルプスあづみの公園

９月26日（月）～10月 2日（日） 穂高交流学習センター「みらい」
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ただいま
出店者募集中！
この古本市に参加して
いただける出店者を募
集しています。詳しく
は市商工会穂高支部
（482・5820）までお問
い合わせください。



本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000
豊科総合支所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL 0263-72-3111	 FAX 0263-72-8340
穂高総合支所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL 0263-82-3131	 FAX 0263-82-6622
三郷総合支所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL 0263-77-3111	 FAX 0263-77-6060
堀金総合支所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
明科総合支所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL 0263-62-3001	 FAX 0263-62-4747

広報　あづみの
発 行 日	 平成23年8月24日
編集・発行	 長野県安曇野市役所総務部
	 秘書広報課秘書広報担当
40263・71・2000 60263・71・5000
URL   http://www.city.azumino.nagano.jp
E-mail  info@city.azumino.nagano.jp
印刷　㈲安曇印刷	 印刷経費1部23円

次回発行…お知らせ版9月7日（水）

2011.8.1現在　（ ）内は対前月比

人口	 99,481人（	＋129）

	 男	 48,226人（	＋59）

	 女	 51,225人（	＋70）

世帯	 37,368世帯（	＋85）

環境に優しい大豆油インクを使用しています。
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「おひさま」ラストスパート
送中の連続テレビ小説「おひさま」
の撮影が７月７日、８日の２日間、
安曇野市内で行われました。８日に

は、丸山家一同が陽子の実家近くを訪れ、
お弁当を広げながら夢を語らう場面が国営ア
ルプスあづみの公園事業用地で収録されま
した（８月下旬放送予定）。撮影後には記者
会見が行われ、出演者の皆さんが今回のロ
ケのエピソードなどを語りました。主演の井
上さんは、「緑がきれいで、風が気持ちいい。
季節を通して信州で撮影できている事をうれ
しく思う」と長野に愛着を感じている様子。
また、「台詞の中に（震災後の）今と重なる言
葉がある。今だからこそ、多くの人に伝わる
メッセージがあると思っている」と後半の撮
影に向けての思いを語りました。

●連続テレビ小説「おひさま」

最終回 パブリックビューイング
●坂東眞理子さん講演会 「強く優しく生きる女性」

12：45 ～　穂高交流学習センター「みらい」
事前申し込みが必要です。詳しくは 27 ページ。10.1土

8.30火

～ 10.2日

●巡回パネル展
ドラマの名場面や撮影風景などを紹介するパネル展を巡回して開催します。
詳しくは 27ページ。

平成23年4月4日～10月1日放送
NHK総合テレビ ほか　

写真提供：ＮＨＫ

放


